
基本方針１ 川を楽しむ遊び場の整備

天竜川とその水辺環境を活用し、天竜川の雄大な流れや伊那谷の景色を楽しみながら、子

どもからお年寄りまでスポーツやアクテビティを体験できる環境整備を行います。

基本方針２ 川から学ぶ機会の提供

川や水辺への親しみを通じ、天竜川を取り巻く自然環境や天竜川の水害の歴史、水災害等

について学ぶ機会の提供や、実際に触れる体験の場を提供します。

基本方針３ 川を通じた人の交流

高森町や南信地域の資源（スポーツ施設、自然資源等）を結び、地域連携したアクティビ

ティを通じて、世代間・地域間の交流促進を行います。

高森町下市田～山吹付近の天竜川の河川空間について、水辺空間の魅力づくりや利活用のあり方、

観光資源としての可能性を視野に具体化し、水辺の新しい活用による美しい空間づくり、広大な空

間を活かした賑わいの創出を持続的に実現することを目指しています。

天竜川高森かわまちづくり計画
(第2期計画）

  事業計画期間 

R7（2025） R8（2026） R9（2027） R10（2028） R11(2029) 

 
運営事業体 
 
 

     

 
社会実験等 
 

     

 

運営団体の決定 
官民連携による 
利活用計画の検討 

例）大会会場を利用した体験交流の試行等 

社会実験等供用に向けた取り組み  

供用に向けた 

調整 

（２）拠点施設の運営方針

令和10年の国スポ開催までの期間は、カヌー及びビーチバレーの競技会場としての機能確保・運営

に向け、町と競技関係者、共同検討者等の連携によりその先のMIZBEステーションの施設整備、運営

にもつながる社会実験や利活用方策の検討等を進めます。

国スポ終了後の整備を経て供用する一帯の施設の運営・維持管理に関しては、特設カヌーコースを

含むMIZBEステーションの運営を基幹事業と設定し、民間の専門的なノウハウを取り入れるため、指

定管理者等の方式を採用する予定です。

（１）計画実現までの展開

令和10年の信州やまなみ国民スポーツ大会（以下、国スポ）でのカヌー競技会場、ビーチバレー

ボール競技会場として利用することなどを踏まえて段階的な実現を目指します。従来河川区域として

管理され、地域住民・事業者の利用はされてこなかったエリアを活かし、新たに人を呼び込むために、

事業の段階にマッチした社会実験を順次展開していく予定です。

１. 計画の目指すところ

２. 基本方針

４. 実現方策

高森町



３. 計画全体像と取組内容

ｶﾇｰ・ﾗﾌﾃｨﾝｸ高森ﾞｺｰｽ

ｳｫｰｷﾝｸﾞ・ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾞｺｰｽ

下平駅

商業施設

とよおかﾏﾙｼｪ

市田駅

③下市田地区
（親水公園エリア） 竜神大橋(予定)

万年橋

明神橋

取組イメージ①

①高森町の流域
（山吹万年橋付近～下市田親水公園間）

高森町の流域（山吹万年橋付近～下市田親水公園間）

〇カヌー・ラフティング高森コース

・毎年開催している全日本天竜川カヌー競技大

会のコースの一部である山吹万年橋付近～

MIZBEステーション区間～下市田親水公園区間

をカヌーやラフティング等のダウンリバーの

コースとして設定し、民間事業者とも連携し、

リバースポーツによる賑わいを創出します。

〇天竜川堤防道路を活用したウォーキング・

ランニングコース

・山吹～下市田まで連続した勾配の少ない堤防

道路をウォーキングやランニングコースとして

活用します。車の通行が少なく、伊那谷や天竜

川を含めた景観を楽しむことができる健康づく

りの場として活用の検討を行います。

・サイクリング事業者との連携で、サイクリン

グロードとしての活用も視野に検討を行います。

取組イメージ②

山吹地区（MIZBEステーション）エリア

取組イメージ③

水防資機材置場

備蓄土砂

ヘリポート

拠点施設
(水防ｾﾝﾀｰ)

芝生広場

艇庫

高森消防署

駐車場遊具広場
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ｶﾇｰ・ｽﾗﾛｰﾑ競技ｴﾘｱ
親水地
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MIZBEｽﾃｰｼｮﾝ計画範囲

ｳｫｰｷﾝｸﾞ・ﾗﾝﾆﾝｸﾞ・ｻｲｸﾘﾝｸﾞｺｰｽ

新設架橋

水防倉庫

ｻﾆﾀﾘｰ棟

桜並木

❸カヌースラロームコース
長野県カヌー協会と連携したカヌー体験やカ
ヌー教室など、国スポ開催に向けた機運の醸
成民間事業者との連携によるリバーアクティ
ビティの提供
ゴールプール：水に親しみやすい空間の創出

❶ 芝生広場
整備予定の拠点施設（水防
センター）と連動した空間
として整備。多世代が憩い
の場として過ごすことので
きる公園空間として整備し、
賑わい創出へ。

❷ビーチバレーコート
ビーチフィールドスポーツの体験を通
じた国スポ開催に向けた機運醸成

❶
➋

❸

❹

Ａ

Ａ 洪水時の防災備蓄・防災活動拠点
土砂備蓄・水防資材置き場のほか地域防災にも
寄与し、防災学習体験や消防団の訓練活動の場
としても活用を見込む。

国スポ開催後の後利用として、民間
事業者と連携し、賑わいを創出。
アーバンスポーツ等、近年人気の高
い個人スポーツを中心としたスポー
ツエリアや、RVパークやグランピン
グ、バーベキューなどアウトドアを
楽しむ空間整備を展開。

❹スポーツ・アウトドア広場

下市田地区の堤内地にある河川公園である親水公園は、水辺に親しみやすい空間がすでに整

備されいることから、これを活かし、川へのアクセスのしやすさや、芝生の広場を活用した取

組やイベント、社会実験を通じて賑わいの創出を実施します。

取組イメージ③

下市田地区（親水公園）エリア

②山吹地区エリア
MIZBEステーション
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